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　我々が住むこの世界は、あらゆるもの
が他のあらゆるものとリンクしている

「ネット世界」といえる。例えば、社会
は複雑なネットワークを形成しており、
フェイスブック、インターネット等はよ
く知られたネットワークである。ネット
ワークは、グラフのノード（点）とリン
ク（線）からなり、例えばノードは個人
であり、リンクは交友関係と見なせる。
産廃業界も、一種のネットワーク社会を
形成していると考えられる。
　私事ながら小生の研究室は、毎年研究
年報「環」を作成しており、昨年は№15
として研究室創立15周年記念号を発行
した。研究室のモットーは、研究・教育
等の交流を通して人と人とのつながりを
大切にし、ネットワークの拡大に努め、

「環」境・循「環」の視点から廃棄物の研
究が周りの人々に幸せと利益（「環」利）
をもたらすことである。つまり、人と人
がつながると言う意味で、「環」をネット
ワークの視点で位置付けている。
　ネットワークは、工学の現場でよく用
いられる「べき乗則」に従うことが知ら
れている（例えば、「新ネットワーク思考
――世界のしくみを読み解く」（NHK出
版、2002年）を参照）。べき乗則とは、
小さな度数を持つ大部分の事象でなく、
大きな度数を持つ一握りの事象によって、
活動の大半が遂行されるような現象に適

用されるものである。したがって、べき
乗則は、自然現象だけでなく社会経済現
象にも適用でき、80対20の法則（パレー
トの法則）としてよく知られている。こ
の法則は、例えば収益の80％は、従業
員の20％が上げているとか、世の中の
大半のお金（80％）は一握りの超裕福な
少数の懐に入り、残りの大多数はわずか
な収入（20％）を得るにすぎないとかい
うものである。これらの現象は、複雑な
社会的ネットワークが、べき乗則に従う
として説明できる。つまり、富めるもの
がもっと金持ちになるのは、ネットワー
クの突出したノード（金持ち）が“ハブ”

（リンク数が極めて多いノード）になり、
ノードの度数分布がべき乗則に従うから
であると考えられている。
　最近研究室の学生が、産廃業界を就職
対象として興味を示し始めた。世界有数
の廃棄物処理業である米国のWaste 
Management社 や フ ラ ン ス のVeolia 
Environmental Service社などが国際
的成長企業として活躍していることがそ
の一因であろう。彼等だけでなくチャレ
ンジ精神を持つ有為な人材が、産廃業界
の“ハブ”となって、日本の静脈産業の
ネットワークを、世界に、特に東南アジ
アに張ってくれることを大いに期待して
いる。
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